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※  平成２９年度から、文部科学省の結果提供（平均正答率）は、本市と三重県は整数値、全国は小数値となっています。 

※ 数値は平均正答率。 

小学校 国語 算数 理科 

令和元年度 

本市 63 66 

 三重県 64 67 

全国（公立） 63.8 66.6 

令和３年度 

本市 65 70 

 三重県 64 69 

全国（公立） 64.7 70.2 

令和４年度 

本市 66 63 65 

三重県 65 62 63 

全国（公立） 65.6 63.2 63.3 

令和５年度 

本市 67 61 

 三重県 67 62 

全国（公立） 67.2 62.5 

令和６年度 

本市 67 62 

 三重県 67 62 

全国（公立） 67.7 63.4 

 

中学校 国語 数学 理科 
英語 

聞く 読む 書く 話す 

令和元年度 

本市 73 61  58   

三重県 72 60 56 

全国（公立） 72.8 59.8 56.0 

令和３年度 

本市 65 59   

三重県 63 58 

全国（公立） 64.6 57.2 

令和４年度 

本市 69 52 49   

三重県 68 52 48 

全国（公立） 69.0 51.4 49.3 

令和５年度 

本市 71 53  47   

  

  

三重県 69 51 45 

全国（公立） 69.8 51.0 45.6 

令和６年度 

本市 57 54   

三重県 57 53 

全国（公立） 58.1 52.5 

 

１ 全国学力・学習状況調査結果の５年間の推移（R１～） 
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○ 各教科別調査結果から（全国の平均正答数を１００としたときの本市結果の経年変化） 

 

 

 

 

 

 

○ 無解答率の経年変化（各教科の無解答率の平均） 

 

 

 

 

 

 

 

小学校は国語、算数において、共に三重県平均と同等、全国平均は下回る結果でした。 

中学校は国語が三重県平均と同等、全国平均は下回り、数学が三重県・全国平均以上の

結果でした。 

  強み 弱み 

小
学
校 

国語 
登場人物の相互関係や心情などについ
て、描写を基に捉えること 

自分の考えが伝わるように表現方法（話し方
の工夫）として適切かどうかを判断すること 

算数 

必要なデータを取り出して、落ちや重な
りがないように分類整理すること 

道のりが等しい場合の速さについて、時間を
基に判断し、その理由を言葉や数を用いて記
述すること 

中
学
校 

国語 

短歌に用いられている表現の技法を説明
したものとして適切なものを選択するこ
と 

文章と図とを結び付け、その関係を踏まえて
内容を解釈すること 

数学 

複数の集団のデータの分布の傾向を比較
して読み取り、判断の理由を数学的な表
現を用いて説明すること 

 

 

小学校  中学校 

小学校  中学校  
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国語  

 
  

 

 

（横軸：正答数（問） 縦軸：割合（％）） 
 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 算数四日市査結果概況    ［国語Ｂ：主として活用］                         
市教育委員会－児童 

  

 

 

 

（横軸：正答数（問） 縦軸：割合（％）） 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 教科別 正答数分布グラフ （小学校） 

児童数  平均正答率(％) 中央値 標準偏差

四日市市教育委員会 2,401 9.4 / 14 67 10.0 3.1

三重県（公立） 13,473 9.4 / 14 67 10.0 3.0

全国（公立） 947,364 9.5 / 14 67.7 10.0 3.1

平均正答数

四日市市（公立） 

児童数  平均正答率(％) 中央値 標準偏差

四日市市教育委員会 2,401 9.9 / 16 62 11.0 3.9

三重県（公立） 13,492 10.0 / 16 62 10.0 3.8

全国（公立） 947,579 10.1 / 16 63.4 11.0 3.9

平均正答数

四日市市（公立） 



 

5 
 

   

 

国語 

 

 
 

 

（横軸：正答数（問） 縦軸：割合（％）） 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数学 

  

 

 
（横軸：正答数（問） 縦軸：割合（％）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 教科別 正答数分布グラフ （中学校） 

生徒数 平均正答率(％) 中央値 標準偏差

四日市市教育委員会 2,259 8.6 / 15 57 9.0 3.3

三重県（公立） 13,251 8.5 / 15 57 9.0 3.3

全国（公立） 875,574 8.7 / 15 58.1 9.0 3.4

平均正答数

四日市市（公立） 

生徒数 平均正答率(％) 中央値 標準偏差

四日市市教育委員会 2,264 8.6 / 16 54 9.0 4.3

三重県（公立） 13,263 8.4 / 16 53 8.0 4.1

全国（公立） 875,952 8.4 / 16 52.5 8.0 4.1

平均正答数

四日市市（公立） 
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【 小 学 校  国 語 】 

（１） 学習指導要領の領域別・問題形式ごとの平均正答率 （単位 ％） 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 本市の解答状況 【小学校 国語】 

 

 

 

※ ２ポイント以上の差がみられた問題について記載しています。 

 

◎ ：正答率が、全国平均よりも５ポイント以上高い   ○ ：正答率が、全国平均よりも２ポイント以上高い 

▽ ：正答率が、全国平均よりも２ポイント以上低い   ▼ ：正答率が、全国平均よりも５ポイント以上低い 

３ 校種・教科別 調査結果概要（小学校） 

問
題
数

四日市市 全国

言葉の特徴や使い方
に関する事項 4 63.8 64.4

情報の扱い方に関す
る事項 1 85.9 86.9

我が国の言語文化に
関する事項 1 76.1 74.6

話すこと・聞くこと 3 58.6 59.8

書くこと 2 68.9 68.4

読むこと 3 71.3 70.7

領域等

国語
問
題
数

四日市市 全国

選択式 10 69.8 69.9

短答式 2 57.9 59.7

記述式 2 65.5 64.6

問題形式

国語

言
葉
の
特
徴
や
使
い

　
方
に
関
す
る
事
項

情
報
の
扱
い
方

　
に
関
す
る
事
項

我
が
国
の
言
語
文
化

　
に
関
す
る
事
項

話
す
こ
と
・

　
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１二
（１） ▽

１二
（２） ▽

２三ア ▼

３一 ○

問題の概要 出題の趣旨

オンラインで交流する場面において、和田さん
が話し方を変えた理由として適切なものを選択
する

四
日
市
市
の
状
況

領域等 問題形式

学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中
で正しく使うことができるかどうかをみる

文の中における主語と述語との関係を捉えるこ
とができるかどうかをみる

【高山さんの文章】の下線部アを、漢字を使っ
て書き直す（きょうぎ）

【物語】の一文の中の「かがやいています」の
主語として適切なものを選択する

問
題
番
号

オンラインで交流する場面における和田さんの
話し方の工夫として適切なものを選択する

話し言葉と書き言葉との違いに気付くことがで
きるかどうかをみる

資料を活用するなどして、自分の考えが伝わる
ように表現を工夫することができるかどうかを
みる
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【 小 学 校  算 数 】 

（１） 学習指導要領の領域別・問題形式ごとの平均正答率 （単位 ％） 

 

 

 

 

（２） 本市の解答状況 【小学校 算数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ ２ポイント以上の差がみられた問題について記載しています。 

◎ ：正答率が、全国平均よりも５ポイント以上高い   ○ ：正答率が、全国平均よりも２ポイント以上高い 

▽ ：正答率が、全国平均よりも２ポイント以上低い   ▼ ：正答率が、全国平均よりも５ポイント以上低い 

 

※ 一つの問題が複数の区分に該当する場合があるた

め、各区分の問題数を合計した数は、実際の問題数と

は一致しない場合があります。 

問
題
数

四日市市 全国

数と計算 6 63.6 66.0

図形 4 65.1 66.3

測定 -

変化と関係 3 49.2 51.7

データの活用 4 61.1 61.8

領域等

算数
問
題
数

四日市市 全国

選択式 5 73.3 75.3

短答式 7 60.2 62

記述式 4 49.8 51.0

問題形式

算数

数
と
計
算

図
形

測
定

変
化
と
関
係

デ
ー
タ
の
活
用

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１（１） ▽

１（２） ▽

２（２） ▽

３（２） ▽

３（３） ▽

４（１） ▽

４（３） ▼

４（４） ▽

５（４） ▽

四
日
市
市
の
状
況

直径２２ｃｍのボールがぴったり入る箱の体積
を求める式を書く

球の直径の長さと立方体の一辺の長さの関係を捉
え、立方体の体積の求め方を式に表すことができ
るかどうかをみる

円柱の展開図について、側面の長方形の横の
長さが適切なものを選ぶ

問題場面の数量の関係を捉え、式に表すことがで
きるかどうかをみる

数量の関係を、□を用いた式に表すことができる
かどうかをみる

除数が小数である場合の除法において、除数と商
の大きさの関係について理解しているかどうかを
みる

直径の長さ、円周の長さ、円周率の関係について
理解しているかどうかをみる

除数が１／１０になったときの商の大きさに
ついて、正しいものを選ぶ

問題場面の数量の関係を捉え、持っている折
り紙の枚数を求める式を選ぶ

はじめに持っていた折り紙の枚数を□枚とし
たときの、問題場面を表す式を選ぶ

領域等 問題形式

５４０÷０．６を計算する
除数が小数である場合の除法の計算をすることが
できるかどうかをみる

問
題
番
号

問題の概要 出題の趣旨

示された桜の開花予想日の求め方を基に、開
花予想日を求める式を選び、開花予想日を書
く

示された情報を基に、表から必要な数値を読み
取って式に表し、基準値を超えるかどうかを判断
できるかどうかをみる

家から学校までの道のりが等しく、かかった
時間が異なる二人の速さについて、どちらが
速いかを判断し、そのわけを書く

道のりが等しい場合の速さについて、時間を基に
判断し、その理由を言葉や数を用いて記述できる
かどうかをみる

家から図書館までの自転車の速さが分速何
ｍかを書く

速さの意味について理解しているかどうかをみる
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【 中 学 校  国 語 】 

（１） 学習指導要領の領域別・問題形式ごとの平均正答率 （単位 ％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 本市の解答状況 【中学校 国語】 

 

 

※ ２ポイント以上の差がみられた問題について記載しています。 

◎ ：正答率が、全国平均よりも５ポイント以上高い   ○ ：正答率が、全国平均よりも２ポイント以上高い 

▽ ：正答率が、全国平均よりも２ポイント以上低い   ▼ ：正答率が、全国平均よりも５ポイント以上低い 

 

３ 校種・教科別 調査結果概要（中学校） 

問
題
数

四日市市 全国

言葉の特徴や使い
方に関する事項 3 59.9 59.2

情報の扱い方に
関する事項 2 60 59.6

我が国の言語文
化に関する事項 1 78 75.6

話すこと・聞くこと 3 57.0 58.8

書くこと 2 63.3 65.3

読むこと 4 45.7 47.9

領域等

国語
問
題
数

四日市市 全国

選択式 9 61.1 61

短答式 3 59.6 61.8

記述式 3 42.9 45.5

問題形式

国語

言
葉
の
特
徴
や
使
い

　
方
に
関
す
る
事
項

情
報
の
扱
い
方

　
に
関
す
る
事
項

我
が
国
の
言
語
文
化

　
に
関
す
る
事
項

話
す
こ
と
・

　
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１二 ▽

１四 ▽

２一 ▽

２三 ▽

３四 ▽

４一 ○

４二 ▽

４三 ○

話合いの話題や発言を踏まえ、「これからどのよ
うに本を選びたいか」について自分の考えを書
く

話合いの話題や展開を捉えながら、他者の発
言と結び付けて自分の考えをまとめることが
できるかどうかをみる

話合いの中で発言する際に指し示している資料
の部分として適切な部分を○で囲む

資料を用いて、自分の考えが分かりやすく伝
わるように話すことができるかどうかをみる

問題形式

問
題
番
号

問題の概要 出題の趣旨

四
日
市
市
の
状
況

領域等

表現を工夫して物語の最後の場面を書き、工夫
した表現の効果を説明する

表現の効果を考えて描写するなど、自分の考
えが伝わる文章になるように工夫することが
できるかどうかをみる

本文中に示されている二つの例の役割をまとめ
た文の空欄に入る言葉として適切なものをそれ
ぞれ選択する

文章の全体と部分との関係に注意しながら、
主張と例示との関係を捉えることができるか
どうかをみる

本文中の図の役割を説明したものとして適切な
ものを選択する

文章と図とを結び付け、その関係を踏まえて
内容を解釈することができるかどうかをみる

短歌に用いられている表現の技法を説明したも
のとして適切なものを選択する

表現の技法について理解しているかどうかを
みる

短歌に詠まれている情景の時間帯の違いを捉
え、時間の流れに沿って短歌の順番を並べ替え
る

短歌の内容について、描写を基に捉えること
ができるかどうかをみる

行書の特徴を踏まえた書き方について説明した
ものとして適切なものを選択する

行書の特徴を理解しているかどうかをみる
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【 中 学 校  数 学 】 

（１） 学習指導要領の領域別・問題形式ごとの平均正答率 （単位 ％） 

 

 

 

（２） 本市の解答状況 【中学校 数学】 

 

 

 

 

※ ２ポイント以上の差がみられた問題について記載しています。 

 

 

 

 

 

◎ ：正答率が、全国平均よりも５ポイント以上高い   ○ ：正答率が、全国平均よりも２ポイント以上高い 

▽ ：正答率が、全国平均よりも２ポイント以上低い   ▼ ：正答率が、全国平均よりも５ポイント以上低い 

 

問
題
数

四日市市 全国

数と式 5 51.6 51.1

図形 3 40.9 40.3

関数 4 61.1 60.7

データの活用 4 58.3 55.5

領域等
数学

問
題
数

四日市市 全国

選択式 5 59.0 58.5

短答式 6 67.9 67

記述式 5 31.1 29.3

問題形式

数学

数
と
式

図
形

関
数

デ
ー
タ
の
活
用

選
択
式

短
答
式

記
述
式

６（２） ○

７（１） ○

７（３） ○

９（１） ○

正三角形の各頂点に○を、各辺に□をかいた図において、□
に入る整数の和が○に入れた整数の和の２倍になることの説
明を完成する

目的に応じて式を変形したり、その意味を読み
取ったりして、事柄が成り立つ理由を説明するこ
とができるかどうかをみる

問題形式

　 問題の概要 出題の趣旨

四
日
市
市
の
状
況

領域等

点Ｃを線分ＡＢ上にとり、線分ＡＢについて同じ側に正三角形
ＰＡＣとＱＣＢをつくるとき、ＡＱ＝ＰＢであることを、三角形の
合同を基にして証明する

筋道を立てて考え、証明することができるかどう
かをみる

障害物からの距離が１０ｃｍより小さいことを感知して止まる
設定にした車型ロボットについて実験した結果を基に、１０ｃ
ｍの位置から進んだ距離の最頻値を求める

与えられたデータから最頻値を求めることができ
るかどうかをみる

車型ロボットについて、障害物からの距離の設定を変えて調
べたデータの分布から、四分位範囲について読み取れること
として正しいものを選ぶ

複数の集団のデータの分布から、四分位範囲を比
較することができるかどうかをみる
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 （例）毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか               
 

 
 
  
 
 
 
 
 

※ 数値の合計は１００にならない場合がある。 
※ 回答方法の記載がないグラフの表示は以下のとおりである。 

 ※ 肯定回答は１を選択、肯定的回答は１・２を選択した場合を表す。 
  

 
 

 
 

（１）教科の意識に関する質問 
【小中：国語】 

○ 国語の勉強は好きですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 国語の勉強は大切だと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

４ 児童生徒質問紙の結果について 

左から 

１・２・３・４
の回答を表す。 

【グラフの見方】 

令和６年度 

全国の回答状況 

質問紙の質問番号 

１      ２             ３              ４ 

当てはまる    どちらかといえば、当てはまる    どちらかといえば、当てはまらない    当てはまらない 

   そう思う     どちらかといえば、そう思う     どちらかといえば、そう思う       そう思わない 

本市の年度別の 

回答状況 

【小学校４２】 
【中学校４２】 

【小学校４３】 【中学校４３】 

【小学校２】 
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○ 国語の授業の内容はよく分かりますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
【小：算数  中：数学】 

○ 算数・数学の勉強は好きですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小学校４４】 【中学校４４】 

【小学校４５】 【中学校４５】 

「国語の勉強は好きですか」の肯定的回答の割合は、令和６年度が最も高くなって

いるね。また、「国語の授業の内容はよく分かりますか」の肯定的回答の割合は、

年々上がってきているね。 

【小学校 5０】 【中学校 5０】 

これからも、国語に苦手意識を持っている子を含め、すべての子が学ぶ楽しさ、

分かる喜びなどを感じられるように授業づくりをしていくことが大切だね。 
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○ 算数・数学の勉強は大切だと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 算数・数学の授業の内容はよく分かりますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 算数・数学の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

小学生も中学生も「算数・数学の勉強が好きですか」の肯定的割合が、昨年度と比

べると低くなっているね。指導者自身が各単元ならではのおもしろさを明確にし

て、子どもたちとともに授業を進めていこう。 

【小学校 51】 【中学校 5１】 

【小学校 5２】 【中学校 5２】 

【小学校 5３】 【中学校 5３】 

「算数・数学の授業の内容はよく分かりますか」の肯定的回答の割合は、全国と比

較して高いね。これからも、１つ１つの授業を大切にして、子どもたちの「分かっ

た、できた」という思いを積み重ねていこう。 
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【小中：理科】 

○ 理科の勉強は好きですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 理科の授業では、自分の予想をもとに観察や実験の計画を立てていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小：英語】 

○ 英語の勉強は好きですか。             ○ 英語の勉強は大切だと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

                                   

○ 英語の授業の内容はよく分かりますか。 

 

 

 

 

「理科の勉強が好きですか」の肯定的回答の割合は、令和４年度から令和６年度で伸

びているね。これからも理科好きな子どもたちを増やしていこう。 

【小学校６２】 

【小学校６３】 
四日市市の小学生は、92.3％が「英語の

勉強は大切だ」と答えているね。これから

も、小中学校９年間を通して、子どもたち

が英語を楽しく学び、英語コミュニケーシ

ョン力を身に付けられるようにしていこ

う。 

【小学校５８】 【中学校５８】 

【小学校６０】 【中学校６０】 

「理科の授業では、自分の予想をもとに観察や実験の計画を立てていますか」の肯定的回

答の割合が、令和 4 年度と比べると大きく伸びているよ。これからも、子どもたちが自ら

の予想や仮説に基づいて考え、主体的に観察や実験を行えるようにしていこう。 

【小学校６１】 
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【教科の意識に関する質問の全国との比較】 

 授業が好き 勉強の大切さ 将来、役に立つ 

 小学校 中学校 小学校 中学校 小学校 中学校 

国語 －１．０ ＋３．４ ＋0.３ ＋１．４ ＋0.8 ＋３．４ 

算数 

数学 ＋０．４ ＋３．２ ＋0.１ ＋4.３ ＋0.７ ＋６．６ 

理科 －２．３ －０．２     

英語 －3.9  +0.2    

※全国の割合と比較したもの 

 

＜学ぶことの楽しさを引き出すために＞ 

○ 授業づくりにおいては、指導者が授業や単元のおもしろさやねらいを明確にする

ことが大切です。そして、授業や単元の目標や子どもたちの実態に合わせて、適切

な教材や資料を提供しましょう。 

〇 子どもたちを課題に出合わせる時には、子どもたちの中に「問い」や「気づき」

が生まれるように工夫し、「解決したい」という思いを持ち続けられるようにしてい

きましょう。 

○ 子どもたちが授業に意欲的に参加できるように、言語活動の充実を図りましょ

う。言語活動は、討論大会やグループでのプロジェクト活動、ディベート、プレゼ

ンテーション大会など、各教科の特性や身に付けさせたい資質・能力に合わせて、

効果的な言語活動を選択するようにしましょう。 

また、言語活動の際には、「共に学ぶ」という視点を大切にし、相手に伝わるよう

に自分の意見を発表したり、相手の意見を尊重したりする姿を認めながら、子どもた

ちの「学ぶ力」「共に学ぶ力」を高めていきましょう。 
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◇肯定的回答（上記１と２の合計）が、全国の結果を上回っている質問 

＜小中とも＞ 

・ 国語の授業で、違う点や似ている点を意識したり、図で示したりしながら、情報を整

理していますか。 

・ 授業で学んだことを、次の学習や実生活に結び付けて考えたり、生かしたりすること

ができると思いますか。 

・ 授業や学校生活では、友達や周りの人の考えを大切にして、お互いに協力しながら課

題の解決に取り組んでいますか。 

＜中のみ＞ 

・ 学級の友達（生徒）との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな

考え方に気付いたりすることができていますか。 

・ １、２年生のときに受けた授業では、各教科などで学んだことを生かしながら、自分

の考えをまとめる活動を行っていましたか。 

・ 「総合的な学習の時間」では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたこと

を発表するなどの学習活動に取り組んでいますか。 

・ 自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いますか。 

・ １・２年生のときに受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取

り組んでいたと思いますか。 

・ あなたの学級では、学級生活をよりよくするために学級会で話し合い、互いの意見の

よさを生かして解決方法を決めていますか。 

（２）「学習の基盤となる力」に関する質問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

＜「言語能力」に関わって＞ 

 

 

○ ５年生までに受けた授業で（１、２年生のときに受けた授業で）、自分

の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や

文章、話の組立てなどを工夫して発表していましたか。 

 

 

 

 

 

 

◆肯定的回答（上記１と２の合計）が、全国の結果を下回っている質問 

＜小中とも＞ 

・ ５年生までに受けた授業で（１、２年生のときに受けた授業で）、自分の考えを発表す

る機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組立てなどを工夫して

発表していましたか。 

【小学校２９】 【中学校２９】 

伝える 
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○ 学級の友達（生徒）との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな考え方

に気付いたりすることができていますか。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四日市市の子どもたちの実態 

強み 弱み 

・ 中学校では、９割近くの子が「自分の考えを深

めたり、新たな考え方に気づいたりすることがで

きた」と実感できる話し合い活動ができている。 

・ 中学校は、国語の授業で「表現の効果を考えて、

自分の考えが伝わるように文章を書く」という意

識が全国と比較して高い。 

・ 小学校は、「話す・聞く」「書く」といった言

語能力に関わる肯定的回答が全国と比較して

低い結果となっている。 

 

 

 

 

 

○「言語能力」については、今後も、新教育プログラムの柱１で取り組んでいる「読

解力を育む『２０の観点』」等を活用した授業づくりを推進し、自分の考えがうま

く伝わるために、資料や文章、話の組立てなどを工夫して表現できるよう、発達段

階に応じた言語活動を充実させて、児童生徒の資質・能力を育んでいきます。 

【小学校 3３】 【中学校３３】 

話す・聞く 

書く 

【小学校 48】 
【中学校 48】 

言語能力 四日市市の子どもたちの実態 

新教育プログラム柱１ 

読む・話す・伝えるプログラム 

○ 国語の授業で、自分の考えが伝わる

ように、表現の効果を考えて文章を書

いていますか。 

○ 国語の授業で、目的に応じて、簡単に

書いたり詳しく書いたりするなど、自分

の考えが伝わるように工夫して文章を

書いていますか。 
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＜「情報活用能力」に関わって＞ 

○ 国語の授業で、違う点や似ている点を意識したり、図で示したりしながら、情報を整理して

いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「総合的な学習の時間」では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを発表

するなどの学習活動に取り組んでいますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ５年生までに受けた授業で（１、２年生のときに受けた授業で）、ＰＣ・タブレッ

トなどのＩＣＴ機器を、どの程度使っていますか。（左から、ほぼ毎日、週３回以

上、週１回以上、月１回以上、月 1 回未満） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小学校３８】 【中学校３８】 

【小学校２７】 【中学校２７】 

【小学校４６】 【中学校４６】 

情報活用能力とは、課題解決に必要な情報を収集、整理・分析、発信する

などを適切に情報を扱う力だよ。 

文章や図表など活用する情報は様々だけど、各教科等で育成する資質・能

力と関連付けながら、子どもたちが情報技術を手段として、日々の学習や

生活に活用できるようにしていこう！ 
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四日市市の子どもたちの実態 

強み 弱み 

・ 「ＰＣ、タブレットなどのＩＣＴ機器を活用

した授業を週に３回以上行っている割合」が、

中学校では７５．９％となっており、全国と比

較すると１１．５ポイント高い。 

・ 小学生は、全国と比較して「総合的な学習の

時間で、自分で課題を立てて情報を集め整理し

て、調べたことを発表するなどの学習活動に取

り組んでいる」という意識が低い。 

 

 

○ 「情報活用能力」については、新教育プログラムの柱２において、思考スキ 

ルを意識した授業づくりを推進することで、子どもたちの「課題を解決するた 

めに必要な情報を集めたり、調べたりして、自分の考えをまとめ、説明する力 

を高める資質・能力」を高めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新教育プログラム柱２ 

論理的な思考力で筋道くっきりプログラム 

情報活用能力 四日市市の子どもたちの実態 
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＜「問題発見・解決能力」に関わって＞ 

○ 自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ５年生まで（１・２年生のとき）に受けた授業では、課題の解決に向けて、自分 

 で考え、自分から取り組んでいたと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 授業で学んだことを、次の学習や実生活に結び付けて考えたり、生かしたりすることがで

きると思いますか。 

 

 

  

 

 

 

○ 授業や学校生活では、友達や周りの人の考えを大切にして、互いに協力しながら課題の解

決に取り組んでいますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小学校３０】 【中学校３０】 

【小学校３５】 【中学校３５】 

【小学校１７】 【中学校 1７】 

【小学校３７】 【中学校３７】 
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○ あなたの学級では、学級生活をよりよくするために学級会で話し合い、互いの意見のよさ

を生かして解決方法を決めていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四日市市の子どもたちの実態 

強み 弱み 

・ 小中学生ともに、「課題の解決に向けて、自分

で考え、自分から取り組んでいた」の肯定的回

答の割合が全国よりも高い。 

・ 小中学生ともに、９割以上の子どもたちが「授

業や学校生活では、友達や周りの人の考えを大

切にして、互いに協力しながら課題の解決に取

り組んでいる」と回答している。（小：９２．４％、

中：９３．９％） 

・ 小学生は、「自分と違う意見について考えるの

は楽しいと思いますか」の質問について、全国

より肯定的回答の割合が低い。 

 

 

 

 

○ 小中学校ともに、「課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んで  

いたと思いますか」の質問では全国平均を上回っていたことは、本市が日々 

の授業において、「四日市モデル」（問題解決能力向上のための５つのプロセ 

ス）等を意識して、各教科等の授業の中で大切に育ててきた結果だと考えて 

います。 

問題発見・解決能力は、様々な学習の基盤となる資質・能力です。今後も 

すべての小中学校において、子どもたちの問題意識や友達と考えながら問題 

解決する場などを大切にした授業づくりを進めていきます。 

 

 

【小学校３９】 【中学校３９】 

「四日市モデル」 

（問題解決能力向上のための５つのプロセス） 

問題発見・解決能力 四日市市の子どもたちの実態 
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◇肯定的回答（上記１と２の合計）が、全国の結果を上回っている質問 

＜小中とも＞ 

・ 地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いますか。 

・ 国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思いますか。 

・ 算数・数学の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思いますか。 

＜中のみ＞ 

・ 自分には、よいところがあると思いますか。 

・ 将来の夢や目標を持っていますか。 

（３）「キャリア教育」に関する質問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 自分には、よいところがあると思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 将来の夢や目標を持っていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小学校９】 【中学校９】 

【小学校１１】 【中学校１１】 

【小学校２５】 【中学校２５】 

地域や社会のために何かしたいと思う割合が全国よりも高いんだね。 
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○ 国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 算数・数学の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「キャリア教育」については、今後も新教育プログラムの柱５で取り組んで 

いる四日市版キャリア・パスポートの効果的な活用方法を含め、発達段階に応  

じた組織的・系統的なキャリア教育を推進し、子どもたちが社会の中で自分の 

役割を果たしながら自分らしい生き方を実現し学び続けるために、「何のため 

に学ぶのか」という目的意識の向上を目指します。 

四日市市の子どもたちの実態 

強み 弱み 

・ 小中学生ともに「地域や社会をよくするため

に何かをしてみたい」と思う気持ちが全国より

も高い。 

・ 小学生９４％、中学生９２．９％が「国語の学

習は、将来、社会に出たときに役に立つ」とい

う意識を持っている。 

・ 小学生の「自分にはよいところがあると思う」

の肯定的回答の割合は、全国と比べると低い。 

 

キャリア教育 四日市市の子どもたちの実態 

新教育プログラム柱５ 

夢と志！よっかいち・輝く自分づくりプログラム 

小中学生ともに、多くの子どもが「国語や算数・数学での学習が、将来、社会に

出たときに役に立つ」という意識を持っているね。 

【小学校４５】 【中学校４５】 

【小学校５３】 【中学校５３】 
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（４）学校生活等の意識に関する質問 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 学校に行くのは楽しいと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 人が困っているときは、進んで助けていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小学校１６】 【中学校１６】 

【小学校１２】 【中学校１２】 

【小学校１７】 【中学校１７】 

◇肯定的回答が、全国の結果を上回っている質問 

＜小中とも＞ 

・ 人が困っているときは、進んで助けていますか。 

＜中のみ＞ 

・ 学校に行くのは楽しいと思いますか。 

・ 自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いますか。 

・ 友達関係に満足していますか。 

・ 普段の生活の中で、幸せな気持ちになることはどれくらいありますか。 
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○ 友達関係に満足していますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 普段の生活の中で、幸せな気持ちになることはどれくらいありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小学校１８】 【中学校１８】 

＜考察＞ 

 ○ 「学校に行くのは楽しいと思いますか」という質問について、小学校では肯定的

回答の割合が全国平均を１．０ポイント下回り、中学校では肯定的回答の割合が全

国平均を２．８ポイント上回っていました。 

「学校に行くのが楽しい」と思えることは、各教科等の資質・能力を身に付けた

り、社会で必要な様々な資質・能力を身に付けたり、友達と関係を深めたりするう

えで、大切なことだと考えています。今後も１００％を目指し、学校・家庭・地域

と連携しながら取り組みを進めていきます。 

○ 「人が困っているときは、進んで助けていますか」の質問は、小中学校ともに全

国平均を上回っていました。このことから、本市の子どもたちは、相手のことを思

いやる気持ちの強い子どもが多いことが考えられます。 

  今後も、子どもたちが互いに助け合いや思いやりのある関係づくりを築いていけ

るよう、自分だけでなく周りを気遣える子どもを育てていきます。 

○ 「普段の生活の中で、幸せな気持ちになることはどれくらいありますか」の質問

については、小学校は全国とほぼ同等、中学校は全国平均を上回っていました。 

子どもたちの今や将来を大切にする学校を目指し、子どもたちの「幸せな気持ち」

を高めていけるように、例えば、自己肯定感等を高めるための取り組みを推進した

り、子どもたち自身が目標を決め、それを達成することが得られる達成感や充実感

を味わわせる取り組みを設定したりしていきたいと考えています。 

【小学校１９】 【中学校１９】 
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【グラフの見方】 
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（５）生活習慣と学力の関連 
 

（例）毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか。 
 
 
 
 
 

 

 

 

○ 朝食を毎日食べていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

○ 毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

選択グループ 

ごとの正答率 

 
中学校 

 
小学校 

 
小学校 

 
中学校 

朝食をきちんと摂るこ

とはとても大切だね。 

睡眠の時間を保障し、

正しい生活リズムで過

ごすことが大切だね。 

当てはまる どちらかといえば 

当てはまる 

どちらかといえば 

当てはまらない 

当てはまらない 
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○ 分からないことや詳しく知りたいことがあったときに、自分で学び方を考え、工夫すること

はできていますか。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

○ 学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、勉強をし

ますか（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わっている時間、インターネットを

活用して学ぶ時間も含む）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

左から３時間以上 ２時間以上、３時間より少ない １時間以上、２時間より少ない ３０分以上、１時間より少ない ３０分より少ない 全くしない 

 

 

 

 
中学校 

 
小学校 

 
中学校 

 
小学校 

自分で学び方を考え

たり、工夫したりでき

ることは学力の向上

につながるんだね。 
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○ 土曜日や日曜日など学校が休みの日に、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか（学

習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わっている時間、インターネットを活用して

学ぶ時間も含む）。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

左から４時間以上 ３時間以上、４時間より少ない ２時間以上、３時間より少ない １時間以上、２時間より少ない １時間より少ない 全くしない 

 

＜考察＞ 

 ○ 以上の結果から、生活習慣に関わる各質問について、学力との相関関係は高いことが

分かります。今後も、睡眠や朝食、家庭学習の習慣化など、基本的な生活習慣を整えて

いくように指導することが大切です。 

 
中学校 

 
小学校 

自分にあった学習

時間を見つけていく

ことが大切だね。 
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（１）全国学力・学習状況調査問題の活用 
 すべての質問において、小中学校ともに肯定的回答が全国の割合よりも高くなっており

ます。各学校で自校の結果を分析し、学校全体で教育活動を改善するために活用したり、

指導計画等へ反映させたりしていることがわかります。 

また、自校の結果を保護者や地域に対して公表し、今後の改善方針を明らかにし、取り

組んでいる姿勢が見られます。 

※肯定的な回答をした割合 

 

（２）主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する 

取組状況 
小中学校のほとんどの質問において、全国平均と比較して高い割合を示していることが

わかります。 

「授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組むことができていると

思いますか」「授業において、自らの考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組立て

などを工夫して、発言や発表を行うことができていると思いますか」の質問では、全国平

均を小学校は少し下回り、中学校は上回るという結果でした。また、「授業では、自分で

学ぶ内容を決め、計画を立てて学ぶ活動を行っていると思いますか」の質問では、小学校

は全国平均を上回り、中学校は下回るという結果でした。ここから、相手意識をもって伝

えるための工夫や、主体的に学習計画を立てさせることに課題があることがわかります。 

  一方、「授業や学校生活では、友達や周りの人の考えを大切にして、互いに協力しなが

ら課題の解決に取り組むこと」「児童の様々な考えを引き出したり、思考を深めたりする

ような発問や指導をすること」「習得・活用及び探究の学習過程を見通した指導方法の改

善及び工夫をすること」「各教科等で身に付けたことを、様々な課題の解決に生かすこと

本市 全国 本市 全国

令和５年度全国学力・学習状況調査の自校の結果について、調査対

象学年・教科だけではなく、学校全体で教育活動を改善するために

活用しましたか
100 96.8 100 94.1

全国学力・学習状況調査の結果を地方公共団体における独自の学力

調査の結果と併せて分析し、具体的な教育指導の改善や指導計画等

への反映をどの程度行っていますか
97.3 92.8 100 89.3

令和５年度全国学力・学習状況調査の自校の結果について、保護者

や地域の人たちに対して公表や説明をどの程度行いましたか（学校

のホームページや学校だよりなどへの掲載、保護者会等での説明を

含む）

97.3 89.5 100 83.2

小 中
調査項目

５ 学校質問紙の結果について 
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ができるような機会を設けること」等は、小中学校ともに全国平均を大きく上回っており、

「四日市モデル」（問題解決能力向上のための５つのプロセス）等を学校全体で意識して、

子どもの個性を生かした多様な人々と協働して問題を解決していく授業に取り組んでい

ることがわかります。 

本市 全国 本市 全国

調査対象学年の児童は、授業では、課題の解決に向けて、自分で考

え、自分から取り組むことができていると思いますか
78.4 88.2 100 88.4

調査対象学年の児童は、授業において、自らの考えがうまく伝わる

よう、資料や文章、話の組立てなどを工夫して、発言や発表を行うこ

とができていると思いますか
72.9 78.3 86.4 82.7

調査対象学年の児童は、学級やグループでの話合いなどの活動で、

自分の考えを相手にしっかりと伝えることができていると思います

か
89.2 87.2 95.4 89.7

調査対象学年の児童は、授業や学校生活では、友達や周りの人の考

えを大切にして、互いに協力しながら課題の解決に取り組めている

と思いますか
97.3 93.6 100 96.1

調査対象学年の児童は、授業では、自分で学ぶ内容を決め、計画を

立てて学ぶ活動を行っていると思いますか
67.6 61.2 45.4 55.3

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、学習指導において、児

童一人一人に応じて、学習課題や活動を工夫しましたか
94.6 90.3 86.4 86.3

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、学習指導において、児

童が、それぞれのよさを生かしながら、他者と情報交換して話し合っ

たり、異なる視点から考えたり、協力し合ったりできるように学習課

題や活動を工夫しましたか

94.6 94.5 95.5 94.0

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、授業において、児童の

様々な考えを引き出したり、思考を深めたりするような発問や指導

をしましたか
97.3 95.8 100 96.3

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、授業において、児童自

ら学級やグループで課題を設定し、その解決に向けて話し合い、まと

め、表現するなどの学習活動を取り入れましたか
94.6 89.3 90.9 85.1

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、習得・活用及び探究の

学習過程を見通した指導方法の改善及び工夫をしましたか
91.9 87.4 100 86.6

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、各教科等で身に付け

たことを、様々な課題の解決に生かすことができるような機会を設

けましたか
94.6 85.7 81.8 78.6

調査項目
小 中
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（３）総合的な学習の時間、学級活動、特別の教科道徳の指導方法 

すべての質問において、小中学校ともに全国平均同等もしくは上回っております。総合

的な学習の時間では、課題設定からまとめ・表現に至る過程において、子どもたちの問い

や思いを大切にした取り組みをしている学校が多くあることが分かりました。また、学級

活動や道徳の授業においては、子どもたちの思いや願いを大切にした授業が行われており、

それらの思いや願いから考えを伝えたり、話し合ったりする活動を大切にしていることが

分かりました。 

 

（４）小学校教育と中学校教育の連携 

小中学校ともに全国平均を大きく上回っております。学びの一体化として、校区の特色

や子どもたちの実態の共有や共通のテーマに基づく公開授業を行ったり、指導体制の一体

化を図ったりしています。就学前から小中学校が連携を密にし、一貫性、連続性のある指

導を行い、学びの一体化の取組が推進されていることがわかります。 

 

 

 

 

 

本市 全国 本市 全国

調査対象学年の児童に対して、総合的な学習の時間において、課題

の設定からまとめ・表現に至る探究の過程を意識した指導をしてい

ますか
91.9 91.9 95.4 90.9

調査対象学年の児童に対して、学級生活をよりよくするために、学

級会で話し合い、互いの意見のよさを生かして解決方法等を合意形

成できるような指導を行っていますか
97.3 94.3 100 94.0

調査対象学年の児童に対して、学級活動の授業を通して、今、努力す

べきことを学級での話合いを生かして、一人一人の児童が意思決定

できるような指導を行っていますか
94.6 92.6 95.5 92.4

調査対象学年の児童に対して、特別の教科 道徳において、取り上げ

る題材を児童自らが自分自身の問題として捉え、考え、話し合うよう

な指導の工夫をしていますか
100 96.0 100 96.3

調査項目
小 中

本市 全国 本市 全国

前年度までに、近隣等の中学校（小学校）と、教科の教育課程の接続

や、教科に関する共通の目標設定等、教育課程に関する共通の取組

をどの程度行いましたか
91.9 64.0 95.4 69.0

調査項目
小 中
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（５）ＩＣＴの活用 

小中学校の多くの質問において、全国平均を上回っています。今後も、すべての教科等

の授業において、つけたい力を付けるための効果的な ICT の活用方法について啓発して

いきます。また、児童生徒に対しては、自らの学習を支えるツールとして活用できる力だ

けでなく、学習に必要なものを選択する力を育てていきます。 

 

 

本市 全国 本市 全国

前年度に、教員が大型提示装置等（プロジェクター、電子黒板等）の

ICT機器を活用した授業を１クラス当たりどの程度行いましたか
100 92.9 100 91.9

教員がコンピュータなどのICT機器の使い方を学ぶために必要な研

修機会はありますか
97.3 95.1 100 90.8

コンピュータなどのICT機器の活用に関して、学校内外において十

分に必要なサポートが受けられていますか
89.1 88.9 86.4 84.6

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、生徒一人一人に配備

されたPC・タブレットなどのICT機器を、授業でどの程度活用しまし

たか
97.3 93.2 100 90.8

調査対象学年の生徒が自分で調べる場面（ウェブブラウザによるイ

ンターネット検索等）では、生徒一人一人に配備されたPC・タブレッ

トなどのICT機器をどの程度使用させていますか
75.7 76.6 77.3 70.4

調査対象学年の生徒が自分の考えをまとめ、発表・表現する場面で

は、生徒一人一人に配備されたPC・タブレットなどのICT機器をど

の程度使用させていますか
56.7 55.1 72.8 51.8

教職員と調査対象学年の生徒がやりとりする場面では、生徒一人一

人に配備されたPC・タブレットなどのICT機器をどの程度使用させ

ていますか
64.8 59.7 68.2 57.4

調査対象学年の生徒同士がやりとりする場面では、生徒一人一人に

配備されたPC・タブレットなどのICT機器をどの程度使用させてい

ますか
45.9 45.0 50.0 41.1

調査対象学年の生徒が自分の特性や理解度・進度に合わせて課題に

取り組む場面では、生徒一人一人に配備されたPC・タブレットなど

のICT機器をどの程度使用させていますか
56.7 52.8 50.0 42.2

前年度に、生徒一人一人に配備されたPC・タブレットなどのICT機

器を使って、生徒が学校外の施設（他の学校や社会教育施設、民間

企業等）にいる人々とやりとりする取組をどの程度実施しましたか
5.4 6.4 9.1 5.0

教職員と家庭との間で連絡を取り合う場面で、コンピュータなどの

ICT機器をどの程度活用していますか
91.9 71.7 100 72.9

調査項目
小 中
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（６）家庭学習 

小中学校の全ての質問において、全国平均を上回っています。特に、タブレット端末を

活用した家庭学習については、全国よりも５０％以上上回っています。今後も、家庭学習

について校内の教職員で共通理解を図るとともに、家庭での学習方法について伝えていく

必要があります。さらに、家庭学習と授業の課題を関連付けたり、授業改善につなげたり

していきます。 

 

 

本市 全国 本市 全国

生徒一人一人に配備されたPC・タブレットなどの端末を、どの程度

家庭で利用できるようにしていますか
86.5 36.2 100 45.5

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、家庭学習の取組とし

て、学校では、家庭での学習方法等を具体例を挙げながら教えまし

たか
100 96.1 95.5 91.9

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、家庭学習について、児

童が自分で学ぶ内容や学び方を決めるなど、工夫して取り組めるよ

うな活動を行いましたか
97.3 89.7 95.4 84.0

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、学校では、児童が行っ

た家庭学習の課題について、その後の教員の指導改善や児童の学習

改善に生かしましたか
91.8 87.8 90.9 82.8

調査項目
小 中
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１ 全国学力・学習状況調査の活用等 

⑴ 学力調査に関わって 

〇 全教職員が問題を解くことで、出題のねらい、今後求められる力等を把握するとともに、調査実施後、

児童・生徒の解答類型から、つまずきを把握・分析して指導の重点を明確にする。 

〇 全国の結果との比較や、経年での変化を把握することで、学校としての強み・弱みを明らかにし、全校

及び学年で、学力向上に向けた取り組みを進める。 

⑵ 学習状況調査に関わって 

〇 学習状況調査の結果と学校の取り組みと照らし合わせることで、指導の効果を検討・改善する。 

〇 学校質問紙を併せて分析することで、児童・生徒と指導者の意識のズレを把握し、指導改善につなげる。 

⑶ 「学びの一体化」と関わって 

〇 本調査で得られた強み・弱みについて、中学校区で共通理解を図り、発達段階に応じた指導方法等の連

携を図る。 

〇 家庭学習や補充学習について、従来の方法を見直すなど、さらなる改善に取り組む。 

〇 保護者への働きかけの充実を図る。 

・ 家庭学習の定着、自主学習ノートによる定着、シラバスやＨＰを活用した家庭への啓発 等 

・ 補充学習の充実、長期休業及び放課後等の学習、「全体」と「個別」の補充学習の検討 等 

・ 課題について調べ自分の考えをまとめるなど、知識・技能の活用を目指す宿題 等 

 

２ 「学習の基盤となる資質・能力」の育成 

各学校においては、教科等の目標や内容を見通し、学習の基盤となる資質・能力（言語能力、情報活用能力、

問題発見・解決能力等）について、教科横断的な学習を充実させることで、その資質・能力の涵養を図る。 

 

言語能力 

○言葉の働きや役割に関する理解、言葉の特徴やきまりに関する理解と使い分け、言

葉の使い方に関する理解と使い分け、言語文化に関する理解等 

○情報を理解したり、文章や発話により表現したりするための力 

○言葉を通じて、社会や文化を創造しようとする態度、自分のものの見方や考え方を広

げ深めようとする態度、集団としての考えを発展・深化させようとする態度、心を豊か

にしようとする態度等 

情報活用能力 

○学習活動において必要に応じて情報手段を適切に用いて情報を得たり、情報を整

理・比較したり、得られた情報を分かりやすく発信・伝達したり、必要に応じて保存・共

有したりすることができる力 

○情報手段の基本的な操作の習得や、プログラミング的思考、情報モラル、情報セキ

ュリティ、統計等に関する資質・能力等 

問題発見・解決能力 
○各教科等における問題の発見・解決に必要な力、各教科等で身に付けた力を統合的

に活用する力等 

「学習の基盤となる資質・能力」の育成については、各学校の教育課程全体を見渡し、学年や教科等で連携

を図りながら、計画的・系統的に取り組む。 

 

６ 今後の取組の重点 
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３ 問題解決的な授業づくりに向けた授業改善 

問題解決能的な授業をめざしていく中で、子どもたち自身が授業の中でどのような「力」を身に付けるのかを

理解し、そのために必要な学習内容や方法を決定し、学習状況等を振り返りながら、必要に応じて改善を行い、

学び続けていく授業づくりをめざしていく。 

 

 【授業づくりのポイント】 

 ポイント① 単元や題材の構成や授業展開の中で「つけたい力」を明確にする。 

 ポイント② 授業の中で表出する子どもたちの姿をイメージし、「つけたい力」をつけさせるためのしかけ

を考える。 

ポイント③ 振り返りを大切にするとともに、次の学習の指導改善に役立てる。 

 

【問題解決能力の育成にむけて】 

○ 四日市モデルを活用した授業改善 

⑴ 第１プロセス「問題の理解」 

〇 学習課題等の設定により、児童生徒の問題意識や解決しようとする意欲を喚起させる。 

【学習課題等の提示】 

  ・身に迫った切実感のある課題を提示するなど、児童生徒が考えざるを得ない状況をつくる。 

   ・「～を活用して」など知識や技能の活用や、「ペアで～しよう」など協働的な学びを促す。 

   ・「なぜ？」と根拠や原因を考えさせたり、「～を説明しよう」などアウトプットを意識させたりする。 

・実生活、実社会などにつながる学習課題や問題等を工夫する。 

〇 学習課題等と合わせた「授業のゴール」を子どもの姿として設定する。【評価規準の明確化】  

 ⑵ 第２プロセス「問題の特徴づけと表現」 

〇 問題意識等を大切にしながら、解決するための糸口がつかめるように支援する。【問題解決の見通し】 

〇 見通しを持たせる場面において、ＩＣＴ機器を効果的に活用する。【指導者のＩＣＴ機器の活用】 

 ⑶ 第３プロセス「問題の解決」 

〇 ねらいに合わせた主活動（言語活動等）を設定する。【主活動の時間確保と言語活動の充実】 

〇 児童生徒の問題意識等に合わせて、自力解決をしたり、互いの考えを交流したりすることができるよう

にする。【個の問題意識に合わせた解決（学び合いを含む）】 

〇 児童生徒のつまずきとそれに合わせた支援を準備する。【つまずきへの適切な支援】 

〇 児童生徒がＩＣＴ機器や思考ツール等を活用できるようにする。【児童生徒のＩＣＴ機器等の活用】 

 ⑷ 第４プロセス「解決方法の共有」 

〇 児童生徒が自分の考えを説明したり、資料等を提示して根拠を示したりするような学習活動の充実を図

る。【アウトプットする場の設定】 

⑸ 第５プロセス「問題の熟考と発展」 

〇 授業のねらいや学習活動を踏まえ、児童生徒自身が「何を学んだのか」、「何ができるようになったのか」

を実感できる振り返りを行う。【学習の振り返り】 

〇 他の単元へのつながりや教科横断的な視点、さらに日常生活への活用を意識する。 

【実社会・実生活につながる汎用的能力の視点】 
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【読解力の育成にむけて】 

子どもたちが、教科書の内容を正しく読み取り、理解することを根底に、新聞や取扱説明書、身の回りの資

料等論理的に書かれた様々な文章から、必要な情報を捉え、表現することをめざしていく。 

読解力を育むためのポイントである「読解力を育む『20 の観点』」を子どもたちが意識することで、「新聞」

「解説書」「パンフレット」「教科書」などの様々なテキストを読む力を育成し、表現活動へつなげていく。 

 

【論理的思考力の育成にむけて】 

 子どもたちが見出した「問い」や「気づき」を、学習過程の中で自ら解決していけるようにしていく。その

ために必要なことの１つとして、「考える技法（思考スキル）」を身に付けさせる。授業の中でどのような思考

スキルを使えば、「問い」や「気づき」を解決できるのかを子どもたちが選択し、課題・問題を解決できるよう

にしていく。 

 

４ 非認知能力の育成 

認知能力（点数化することができる力）の育成にもつながる「非認知能力」（点数化が難しい力）について、

全ての教育活動を通じて涵養を図る。非認知能力は、学びに向かう力、人間性等の育成に欠かせない力であり、

キャリア教育とも関連させて、自分が意識して伸ばす能力を見つけさせ、意図的・計画的・系統的に育成して

いく。 

 



36 
 

  

 
 
 

全国学力・学習状況調査の結果から見えてきた子どもの姿 

児童生徒質問紙と学力調査のクロス集計より、以下の質問項目で肯定的に回答した 

児童生徒は、国語、算数・数学の正答率が高い傾向にあります。 

〇 国語の授業で話を聞いたり文章を読んだりするときに、具体的な情報と抽象的な情報と

の関係を捉えて理解している。  読む力  

〇 学級の児童生徒との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな考え方

に気付いたりしている。 話す・聞く力 

〇 自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組

立てなどを工夫して発表している。 伝える力  

 
 
 

読解力 1        論理的思考力 2 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

                                                      
1  文章を正確に理解し、相手に適切に伝えることができる力 
2  根拠に基づいて論理的に考え、簡潔・明瞭・的確に表現することができる力 

全国学力・学習状況調査の結果から 

 
～ 授業づくり３つのＰＯＩＮＴ ～ 

〇今日は問題文と図を関連付けて

読んで、内容を理解するぞ！ 

〇２つのことを比較して、みんなに

説明してみようかな！ 

学力向上に向けて必要な力 

日々の授業で培った読解力や論理的思

考力が、問題解決に生かされているね 

このような授業していませんか？ 

〇子どもが一方的に与えられた情報だけで考
えている。 

〇子どもがどのように考え、説明してよいかわ
からず、あきらめている。 

このような授業へ！ 

〇本時でつけたい力を教師だけでなく子ども

も意識して学ぶ。 

〇子どもが資料から必要な情報を自ら適切に

選択できる。 

〇子どもが自分で考えることを通して、情報を

処理し、筋道立てて表現することができる。 

 

具体 

抽象 

どう考えて、説明したらいいのかな・・・ 
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自分の考えが相手に伝わるよう表現を工
夫するためには、相手や目的など対象を
意識し、それに合わせてどのような表現
をするか、どのような資料を用意すれば
よいかを考えることが大切です。 

自分の考えが伝わるように文章を書く
ためには、事実と意見とを区別して書
くなどして書き表し方を子ども達に工
夫させることが大切です。 

文章の内容を正しく理解した
り表現したりするためには、
文中での語句の役割や語句同
士の相互関係に気を付けて、
文がどのように組み立てられ
ているかを子ども達に理解さ
せることが必要です。 

【条件】たてわり遊びのよさにつ

いて考えたことを書く。（抽象） 

主語を「～は」「～が」などを手

掛かりに形式的に判断するだ

けでなく、文の構成をもう一度

確認しましょう。 

文章全体の構成を

見てみると、正しい

主語は「巣は」にな

るね。 

 

取材メモ（事実）のどの内容を取

り上げるのか決めましょう。その

後、取り上げた事実に対する自分

の意見を、一文で書き表しましょ

う。 

述語が「かがやいています。」

なので、主語は「～は」や「～

が」になっている語に着目し

て考えればいいかな。 

自分の考えが相手により伝わる

ようにするための工夫について、

村木さんと和田さんのやりとり

をもとに考えましょう。 

 

具体 

抽象 

⑤では委員会での取組につ

いて話しているけれど、⑦

ではより取組が伝わるよう

に具体物を示しているね。 
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式の中に出てくる数は、何か
ということを考えさせ、式と
図を関係付けて考えさせるこ
とが大切です！ 

1 人に 0.7 ㎏分けるという
ことだから、1 人に７㎏分け
るときよりもたくさんの人
に配ることができます。 

データから読み取るとき
に、複数のデータを比べた
り、整理させたりすること
が大切です！ 

3 月の回数と 4 月
の 回 数 を 比 べ る
と、4 月の方が多
いことに気付きま
した。 

2000 年代は 3 月と 4
月の違いが大きいね！ 

２だと長方形の横の長さが短す
ぎるし、4 だと長すぎるから・・・。 

長方形の横の長さは、円柱
の底面の円周の長さと同じ
になるはずだから・・・。 

実際に体験をしたり、
データから傾向を読ん
だりさせることが大切
です！ 

0.7 ㎏は、7 ㎏の 10 分の
1 だから、1 つ分が 0.7 に
なると、もっとたくさん多
くなると思います。 
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【⼤設問１ ２−（１）】  
和田さんは、村木さんの発言④を受けて、発言③の話し

方を発言⑤のように変えました。 
和田さんが話し方を変えた理由として最も適切なものを、
次の１から４までの中から一つ選んで、その番号を書きま
しょう。 

話し言葉と書き言葉との違いに気付くことができるかどうかをみること。 

設問の趣旨 

 【思考スキル】 

順序立てる 

誰が何をしているのかわかりやすく
なるよう、主語と述語も意識して短
文に書き換えてみよう。 

図書委員会が、月に１回、クイズなどの読書イベントをしています。 
私も、クイズに参加しました。私は今まで読んだことがない分野の本を読むことができました。 

子どもが自ら学習を進めていくためのしかけ 

下級生にあなたの委
員会の取組を紹介し
ましょう。あなたは
どんな表現の工夫を
しますか。 

学んだことを生かして、まずは
主語と述語を入れ、短い文で相
手に紹介しよう。 

実際に取り組んだ内容と、それを行って思った
ことや考えたことも入れてみたいな。 

和田さんと村木さんは各学校の取組をオンラインで
紹介し合っています。 
和田さんの話す内容が、村木さんにより伝わるよう
表現の工夫をして、文章を書き直してみましょう。 

もしも授業で 
行ったら・・・ 

 【思考スキル】 

要約する 

一文が長いので、必要な情

報に絞った方が伝わりやす

そう。 

読書 
イベント 月１回 クイズ 

和田さんが、村木さんの発言を受け、言葉の順序に気を付けて、短い文に区
切った話し方に変えたことを捉えられているかを問う問題です。 

７(１)今後の授業改善のポイントについて（小学校国語） 

設問の正答率 
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直径の長さ、円周の長さ、円周率の関係について理解しているかどうかをみること。 

設問の趣旨 

円柱の展開図をかく場面において、底面となる円

の直径の長さ、円周の長さ、円周率の関係につい

て理解しているかを問う問題だね。 

底面の円の直径が 10 ㎝の円柱を作ろうと

思って、右のような展開図を作ってきました。 A B C D

 
側面の長方形の長さが

長すぎるから、どこか

で切らないとできない

円柱を作るためには、A～D のどこで、長方

形を切ればよいですか。 

A とか B だと、側面が足りないし、D だ

と側面が重なってしまうと思います。 

円柱を作るには、側面の長方形の横

の長さと底面の円周の長さが同じで

ないといけないと思います。 

A B C D A B C D

今まで学習してきた角柱

の展開図と関連付けて考

えることが大切だね。 

子どもが自ら学習を進めていくためのしかけ 

もしも授業で行ったら・・・ 

本当に円柱ができるかど

うか作ってみましょう。 

C で切ってみたら、

きれいに円柱を作る

ことができたよ！ 

違う大きさの

円柱を作って

みたいな。 

設問の正答率 

７(2)今後の授業改善のポイントについて（小学校算数） 
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話し合いの際に大切なことを意識する

話合いの話題や展開を捉えながら、他者の発言と結び付けて
自分の考えをまとめることができる 

設問の
趣旨 

山岡さんの発言にあった、様々な人

がおすすめの本を紹介しているウェブ

ページを利用してみたいと思います。

自分とは異なる価値観に意識して触

れ、多様な意見に触れにくい状態に陥

らないようにすることが大切だと思い

ました。 

今井さんが言うように、フィルターバブ

ルには好みに合った本を選んで示してく

れるという便利な面もあるし、藤田さん

が言うように、それ以外の本に出合いに

くくなることもあるので、本を選ぶときに

は、インターネットと図書館などとを使い

分けたいと思います。 

もしも授業で行ったら… 山岡さんの最後の発言に続けて、あなたの考えを話

しましょう。その時に上の条件に合わせて話します。 

友だちの意見を聞くときは、メモを取りながら聞くと、後で考えを整理しやすく

なります。誰の意見か、話の要旨は何か等、必要な情報を短い言葉でまとめましょ

う。分かりにくいところは、質問して確認するのもいいですね。 

 

条
件
１ 

フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
現
象
の
特
徴
に

つ
い
て
取
り
上
げ
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う

に
本
を
選
び
た
い
か
を
具
体
的
に
書
く
こ
と
。 

 

条
件
２ 

【話
し
合
い
の

一
部
】
の
誰
の
発
言
と

結
び
つ
く
の
か
が
分
か
る
よ
う
に
書
く
こ
と
。 

フィルターバブルのよさもあるけど、自

分は、気を付けないといけないことがあ

ると思う。だれの考えと近いだろう・・・。 

話し合いでは「話題や展開を捉
えながら、相手の意見の要旨を
捉えること」と「他者の発言と
結び付けて、自分の考えをまと
めること」が大切です。 

フィルターバブルのよさと

注意点、それぞれを使って本

を選んでいきたいな。 

読解力 

子どもが自ら学習を進めていくためのしかけ 
たくさんの情報を整理するときは、表みたいなものがあると

便利だな。これから、いろんな場面で使ってみようかな。 

 

〈大
設
問
１ 

四
〉  

 

【話
し
合
い
の

一
部
】
の
山
岡
さ
ん
の
最
後

の
発
言
を
受
け
て
、
あ
な
た
な
ら
ど
の
よ
う

な
考
え
を
述
べ
ま
す
か
。
次
の
条
件
１
と
条

件
２
に
し
た
が
っ
て
、
実
際
に
話
す
よ
う
に

書
き
な
さ
い
。 

賛成 反対
・検索しなくてもおすすめの
本が出てくるのは便利。
・本屋さんで本を選ぶのは、
確かに楽しい。
・他の本情報が入ってこない
のは、確かに困る。

・インターネットだけで本を
選ぶのは少し不安。
・すべてが正しいわけではな
い。

みんなの意見

を表に整理し

ていこうかな。 

考え方を整理するの

に、思考ツールを活用

してみましょう。 

設問の正答率 

７(3)今後の授業改善のポイントについて（中学校国語） 
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事象を数学的に解釈し、その根拠を数学的な表現を用いて説明する

複数の集団のデータの分布の傾向を比較して読み取り、判断の理由を数学的な表現を用いて説明する
ことができるかどうかをみること。 

設問の趣旨 

車型ロボットの速さを変えたとき、１０cm の位置から進んだ
距離は図１のような結果になりました。箱ひげ図や表からどの
ような傾向が読み取れますか。データを比較して、説明してみ
ましょう。 

７ 

もしも、授業で行ったら… 

咲希さんは、車型ロボットの速さを変えたときに、１０cm の 
位置から進んだ距離がどうなるか調べることにしました。そこで、 
速さを段階１から段階５まで変えて、１０cｍの位置から進んだ 
距離をそれぞれ２０回ずつ調べ、データを集めました。そして、 
データの分布の傾向を比較するために箱ひげ図に表しました。 

１０cm の位置から進んだ距離の分布から、「速さが段階１から段階５まで、だんだん
速くなるにつれて、１０cm の位置から進んだ距離が⻑くなる傾向にある」と主張する
ことができます。 そのように主張することができる理由を、１０cm の位置から進んだ
距離の分布の５つの箱ひげ図を比較して説明します。下の説明を完成しなさい。 

（２） 

⑮主張と根拠の 

関係 

 
どの値を使って比較するといのか

な・・・箱ひげ図と表では、どちらを

使って分析したほうが進んだ距離

を比較しやすいのかな。 

箱ひげ図では５つのデータが並べられているから変化の様子が見やすくて、

比較もしやすいね。 実験から求められた正確な値は表から読み取れるね。 

たくさんのデータがあります。 

根拠として使えるデータを選んで

説明してみましょう。 

第１四分位数と第３四分位数に着目すると、だんだんと大きくなっていることが表から読

み取れるよ。そのことを箱ひげ図でみると箱がだんだんと右側にずれていっているね。 

速さが段階１から段階５まで、だんだん速くなるにつれて、箱ひげ図の箱

の位置が右側にずれていっているので、速さが段階１から段階５まで、だ

んだん速くなるにつれて、１０ｃｍの位置から進んだ距離が長くなる傾向に

あると思います。 

根拠をもとに筋道立てて説明する 

子どもが自ら学習を進めていくためのしかけ 条件を変えた場合について分析する 

速さを固定して障害物

からの距離の設定を

変えたとき、進んだ距

離はどうなるのかな。 

箱ひげ図をかいて

分析してみようか

な。 

 

自分の考えをもと
に、他者と協働的に
問題を解決したり、
自ら振り返ったりし
て、理由を記述した
り、伝え合ったりす
ることが大切だね。 

【思考スキル】  

図 1 

設問の正答率 

７(4)今後の授業改善のポイントについて（中学校数学） 
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○ 国立教育政策研究所 

 http://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html 

・令和６年度全国学力・学習状況調査 解説資料               

 ・令和６年度全国学力・学習状況調査 報告書               

 ・授業アイディア例                          

 

○ 文部科学省 

 http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/1384661.htm 

 ・小中学校学習指導要領、解説 

 ・小中学校学習指導要領等の改訂のポイント 

 ・社会に開かれた教育課程 

 ・育成すべき資質・能力の三つの柱  

https://www.mext.go.jp/content/20210329-mxt_syoto02-000012321_1.pdf 

 ・「令和の日本型学校教育」の構築を目指して 

 

○ 内閣府等 

 https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/index.html 

 ・Society 5.0 

  

○ 外務省等 

 https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/about/index.html 

 ・SDGs 関係資料 

 

○ 三重県教育ビジョン（三重県／三重県教育委員会） 

 

○ 小・中学校教育指導方針～生きる力 共に生きる力をはぐくむ教育～（四日市市教育委員会） 

 

○ 問題解決能力向上のための授業づくりガイドブック３（四日市市教育委員会） 

 

                                         など 

 

８ 参考資料 


